
三郷市の自主防災組織率（平成30年4月1日現在）
○対象団体数（町会・自治会等の数）    134団体　
　（みさと団地自治会は街区単位）
○自主防災会の数　　　　　　　　　  129団体
○組織率　団体数　　　　　　　　　   96.27％
※参考（平成29年４月現在）全　国　　82.7％
　　　　　　　　　　　　　  埼玉県　　89.8％

【防災講演会の概要】
◎指導者ネットワーク表彰
　�自主防災訓練指導者養成講座での指導実績を
称え９名を表彰しました。

◎講　演　
　�三郷市出身・在住の気象予報士、藤

ふじとみ

富　郷
ごう

さ
んをお招きして、「三郷の天気と地形の特徴」
をテーマに講演をしていただきました。講演
の要旨は以下の通りです。

・三郷は自然環境に恵まれ利便性も共存している
・川が多く、「雨」について知ることが大切
・�大雨の際は上流部（群馬県、栃木県の一部）
の降り方にも注意する
・日頃からしっかり備えをしておくこと

平成30年12月14日
第22号

発　行�三郷市自主防災組織連絡協議会
事務局�三郷市環境安全部危機管理防災課

〒341-0038
埼玉県三郷市中央5-45-4
T E L 0 4 8 ( 9 5 2 ) 1 2 9 4
F A X 0 4 8 ( 9 5 2 ) 6 7 8 0

ホームページ���http://www.jishubousaikai.com/

みさと自主防災報
「自分の命は　自分で守る」
　  「私たちの街は　私たちが守る」

三郷市自主防災組織連絡協議会
設立20周年防災講演会

平成30年２月17日　設立20周年防災講演会　三郷市文化会館 小ホールにて　

講師　藤富 郷さん（三郷市出身）による講演
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　日頃より、皆様におかれましては地域の自主防災訓練などの行事へ
積極的にご参加いただき、誠にありがとうございます。また、各自主
防災会の役員や関係者のご尽力に感謝申し上げます。
　当協議会は、平成９年３月の設立以来、「自分の命は自分で守る、
私たちの街は私たちが守る」をスローガンに活動をしております。主
な事業として、地域の防災訓練指導者を養成する「指導者養成講座」
を行っており、現在では688名の指導者を輩出するに至りました。こ

れは歴代の役員、指導者ネットワーク、各町会等、関係者の皆さんのご尽力による賜物であり、
大変感謝しております。
　さて、今年は全国各地で様々な災害が起こりました。大阪北部地震、西日本豪雨、北海道胆振
東部地震、また台風による「強風」も猛威を振るいました。これらの災害は「いつか起こるもの」
ではなく「必ず起こるもの」です。近年では防災と共に「減災」という言葉を耳にしますが、こ
れは「災害による被害を完全に防ぐことは不可能であるから、可能な限り被害を減らそう」とい
う意味です。そのためには、日頃からの「備え」と「訓練」を怠らず、意識を高く持つことが大
切です。当協議会においても、自分の命と私たちの街を守るため、更なる地域防災力の向上に努
めて参ります。引き続き皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

①総会および講演
②自主防災訓練指導者養成講座（年３回）
③指導者ネットワーク全体会
④ブロック情報交流会
⑤講演会
⑥防災イベントへ協力
　（場所：ららぽーと新三郷）
　�民間企業やNPOと協力し体験型の啓発
を実施

三郷市自主防災組織連絡協議会　会長　中村智英

※三郷市環境安全部危機管理防災課(事務局)よりお知らせ
　大地震が起こると自宅等のブロック塀が倒壊する恐れがあります。ブロック塀が倒れると、歩行者に多
大な被害を及ぼし大変危険です。とじ込みのお知らせをご覧いただき、ブロック塀の点検等をしていただ
きますよう、よろしくお願いいたします。

⑥ららぽーと新三郷にて

①総会の様子

災害は必ず起こるもの
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　当協議会で、他市からの視察依頼をお受け
しましたので、ご報告いたします。
　平成30年10月17日に北海道函館市の「函
館市自主防災組織ネットワーク協議会」（以下、
函館市協議会）さんをお迎えし、相互交流会
を実施しました。
　三郷市からは中村会長・菊地副会長・指導
者ネットワーク（以下NW）岡本代表が出席し、
菊地副会長からは連絡協議会について、岡本
代表からはNWの活動について説明を行いま
した。
　函館市協議会は、平成29年２月に設立された組織であり、市内の自主防災組織85団体中
58団体が協議会に加入しています。主な活動内容は総会・講演会、意見交換会、資格取得
の助成、などが挙げられ設立から間もない中、非常に積極的な活動をしている協議会となっ

ております。
　今回の視察では、三郷市の活動（指導者
養成講座など）や自主防災会の防災意識の
高さについて多くのご質問をいただき、活
発な意見交換が行われました。函館市協議
会の前向きな姿勢に、三郷市としても学ぶ
ことが多く、互いに良い交流会となりまし
た。今後も、このような交流を大切にし、
また、現状に甘んじることなく、向上心を
持って活動して参りますので、皆様のご協
力のほど、よろしくお願いいたします。

三郷市自主防災組織連絡協議会役員（平成30年４月１日～）
　会　長　中村　智英
　（彦成２丁目町会）

　幹　事　桑田　　満
　（タワーズⅠ）

☆幹　事　佐々木　博
　（戸ヶ崎３丁目上町会）

☆幹　事　須田　茂治
　（早稲田34・59町会）

　副会長　菊地　靖孝
　（東町みなみ町会）

　幹　事　金子　　相
　（戸ヶ崎２丁目東町会）

☆幹　事　岡田　　豊
　（みさと第二住宅）

☆幹　事　平井　雅三
　（仁蔵町会）

　副会長　本間　紀美男
　（谷口北）

　幹　事　岡庭　丈夫
　（鷹野１丁目長戸呂町会）

☆幹　事　木塚　正美
　（さつき平１- ４- ２自治会）

☆監　事　田中　豊作
　（新和５丁目町会）

　会　計　菅原　みつ子
　（みさと団地二街区）

　監　事　鈴木　秀和
　（三郷早稲田第11団地）

☆幹　事　松浦　郁夫
　（幸房上町会）

  【☆は今年度の新任役員】

説明を受ける函館市協議会の皆さん

意見交換の様子

★☆啓発品の貸し出し☆★
連絡協議会では防災に関するDVDの啓発品を貸し出ししています。

防災訓練や町会行事の際にご活用ください。（貸出手続きは事務局で行います）

みさと防災トピックス

視察受け入れのご報告
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　私たち「自主防災組織訓練指導者ネットワーク」（NW）は、各町会が、自分たち自身で指導を
行う「自主訓練」や、訓練を指導する人材を育てる「自主防災訓練指導者養成講座」での指導役
を続けつつ、防災リーダーとして研修を重ねてまいりました。研修の一環として、平成30年10月
28日にNW全体会及び救急救命講習を行いましたので、ご報告します。
　全体会ではNW会員236名のうち約80名が集まり、活動報告や事業計画について情報を共有し
ました。その後の懇親会ではお弁当を食べながら会員同士の親睦を深めました。
　救命講習では、AEDを使った心肺
蘇生法についてアザレア分団を講師に
招き、ご指導いただきました。
　AEDの普及が進み、商業施設、公
共施設、コンビニ等、様々な場所に
AEDが設置されています。日頃から
AEDの場所を確認しておきましょう。

　連絡協議会では、自主防災訓練指導者養成講座を開催しています。
講座の目的は①防災リーダーを育て②地域で防災訓練を指導して貰い③三郷市全体の防災力を向上させること
です。
　内容は、消火器・バケツリレー・三角巾の使い方・止血法・応急タンカ・煙体験ハウス・転倒家具からの救出・
炊き出し・DVDの鑑賞など、盛り沢山のカリキュラムです。
　家族の、地域の、頼れる防災リーダーになりませんか？ぜひご参加ください！
　開催時期は毎年2月、7月、11月の年3回です。次回は平成31年2月24日です。
　お申し込みは、各回約1か月前に募集いたしますので、ご所属の自主防災会（町会等）を通じてお申込み下さ
い。なお、通算3回受講することで修了となります。

これであなたも防災リーダー 〜指導者養成講座のお知らせ〜

女性消防団(アザレア分団)による救命講習　

転倒した家具からの救出 女性の受講者が増えています バケツリレーによる消火

～指導者養成講座　受講者の感想～
○指導者の方が丁寧に教えてくださり、とてもわかりやすく学ぶことができました。
　（初回受講生）
○炊き出し訓練の豚汁、ごはんがとてもおいしかったです。（初回受講生）
○日頃からの訓練は自分にとって大切だと感じました。（２回生）
○�３回目の講座を終えて修了となりました。今後は地域の防災訓練で活躍できるよう頑張りま
す。（３回生）

自主防災組織訓練指導者ネットワーク


